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①上位の政策名 政策目標４ 科学技術の戦略的重点化

②施策名 施策目標４－５ ナノテクノロジー・材料分野の研究開発の重点的推進

③主管課 （主管課）研究振興局基礎基盤研究課 （課長：川上伸昭）
及び関係課
（課長名）

達成度合い又は進捗状況④基本目標
及び達成目標

基本目標４－５ （基準年度：平成 年度 達成年度：平成 年度）13 17
ナノテクノロジーに関して、我が国における産学官の英知を結集した戦
略的な取組みを行うとともに、物質・材料に関して、重点的に投資を行 概ね順調に進捗
うことにより、総合的かつ戦略的な研究開発を進め、世界に先駆け技術
革新を先導する。

（ ）達成目標４－５－１ 基準年度：平成 年度 達成年度：平成 年度13 19
平成１９年度までに、分野別バーチャルラボによって１０～２０年後の 概ね順調に進捗
実用化・産業化を展望した挑戦的な研究に関して研究者の緊密な連携の
下に効果的な研究を行う。

（ ）達成目標４－５－２ 基準年度：平成 年度 達成年度：平成 年度14 19
ナノテクノロジーとバイオテクノロジーの融合によって、五感センサー
・知覚デバイス、生理機能応答素子、生体適合材料等を開発し、人体の －
機能を代替・補助する医療用機器を創製するとともに、国際的な医療産
業における競争力の強化を図る

（ ）達成目標４－５－３ 基準年度：平成 年度 達成年度：平成 年度14 19
年頃に訪れると予想されるシリコン電子デバイスの微細化の限界2010

を打破するため、より小型、より高速、より省電力の新原理のデバイス －
を世界に先駆けて開発し、ＩＴ分野において世界を先導することを目指
す。

（ ）達成目標４－５－４ 基準年度：平成 年度 達成年度：平成 年度14 19
我が国が優位な超伝導や低温の技術等を活かし、ナノテクノロジーやバ
イオテクノロジーをはじめとする幅広い研究開発に資するとともに、産 －

、 、 、業の技術革新のための基盤技術として重要な 世界最先端の計測 分析
評価技術・機器を開発する。

（ ）達成目標４－５－５ 基準年度：平成 年度 達成年度：平成 年度13 18
平成１８年度までに、ナノテクノロジー総合支援プロジェクトの一環と
して、大型・特殊施設・設備の共同利用の促進を行い、総合的に研究活 想定した以上に順調
動を支援することを通じて、我が国におけるナノテクノロジーを戦略的 に進捗
に推進する。

（ ）達成目標４－５－６ 基準年度：平成 年度 達成年度：平成 年度13 18
平成１８年度までに、ナノテクノロジー総合支援プロジェクトの一環と
して、情報収集・発信及び研究者の交流促進を図り、総合的に研究活動 概ね順調に進捗
を支援することを通じて、我が国におけるナノテクノロジーを戦略的
に推進する。

（ ）達成目標４－５－７ 基準年度：平成 年度 達成年度：平成 年度13 18
平成１８年度までに、強度２倍かつ寿命２倍の超鉄鋼材料技術を実現す 概ね順調に進捗
る。

⑤ 各達成目標の
現 達成度合い 達成目標４－５－１
状 （達成年度が 分野別バーチャルラボについては、平成１４年度に、科学技術振興事業団において、①ナノ
の 到来した達成 テクノロジーに関する１０の研究領域を設定、②各研究領域の研究総括を選定、③各研究領域
分 目標について の研究者の公募を実施し、採択されたトップレベルの研究者の緊密な連携の下に１０～２０年
析 は総括） 後の実用化・産業化を展望した効果的な研究（チーム型研究８３課題・個人型研究１９課題）
と が開始されており、総合的なナノテクノロジーの戦略的研究体制が整ったことから、概ね順調
今 に進捗していると言える。
後
の 達成目標４－５－２
課 （平成１５年度新規）
題

達成目標４－５－３
（平成１５年度新規）

達成目標４－５－４
（平成１５年度新規 ））
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達成目標４－５－５
ナノテクノロジー総合支援プロジェクトについては、放射光グループ（ 、立命館大SPring-8
学 、極微細加工・造形支援グループ（産総研、東工大、早大、広島大、大阪大 、超高圧透過） ）
型電子顕微鏡グループ（物材機構、東北大、大阪大、九大 、分子・物質総合合成・解析グル）
ープ（岡崎国立共同研究機構、京大、九大）各グループによる大型・特殊施設・設備の共用が
平成１４年度より開始され 、各支援機関による技術的支援等を含めた共同利用の促進が高い、
稼働率を保ちつつ行われており、我が国のナノテクノロジーの戦略的推進に貢献している。事
業計画に定めた水準を超えた利用がなされていることから、想定以上に順調に進捗していると
言える。

達成目標４－５－６
ナノテクノロジー総合支援プロジェクトセンターにおいてナノテクノロジーに関する情報を
掲載したホームページ公開、最新の動向紹介などからなるメールマガジンの配信等インターネ
ットを活用したシステムを構築するとともに、延べ参加者数１６００人あまりを数えた「第１
回ナノテクノロジー総合シンポジウム」を開催するなどナノテクノロジーに関する情報収集・
発信、研究者の交流促進を図っており、総合的な支援を通じたナノテクノロジー研究の戦略的
な推進に貢献していることから、概ね順調に進捗していると言える。

達成目標４－５－７
超鉄鋼については、①実用化のためのエンドユーザーとの連携によって、超鉄鋼を利用する
ための新構造設計と新構造実現のための技術課題の絞り込み作業を開始した。具体的には、鋼
構造協会、溶接学会等の協力を得て、建設企業、素材メーカーなどの関連産業間の意見を集約
している。この事業は、１５年度までに集約を終える。②リサイクル容易で強度２倍、耐食寿
命２倍の素材開発の可能性を実験室レベルで見い出した。③６５０℃石炭火力発電用材料とし
て、ナノサイズの合金窒化物がより高強度、長寿命素材を与える可能性を見い出した。以上、
概ね順調に進捗していると言える。

基本目標達成 平成１４年度の基本目標の達成度合いについては、各達成目標についても概ね順調に進捗して
に向けての進 おり、特に数多くの参加機関を抱える大型プロジェクトである「ナノテクノロジー総合支援プ
捗状況 ロジェクト」についても、施設の共同利用の促進、情報発信、研究者交流の促進等想定した以

上に順調な滑り出しを見せていることから、十分であると判断できる。

今後の課題 第２期科学技術基本計画に定められた重点４分野の一つであるナノテクノロジー・材料分野を
推進するために、１４年度以降実用化・産業化を目指した研究を引き続き推進するとともに、
研究機関・分野を越えた横断的な研究活動の推進に資する基盤的支援業務を着実に推進する。

評価結果の15 「ナノテクノロジー総合支援プロジェクト」の大型・特殊施設・設備の共同利用の促進につい
年度以降の政 ては、利用者のニーズが高く、想定した以上に順調な滑り出しを見せていることから、 年15
策への反映方 度以降も、利用者のニーズに応える観点から重点的に推進することが必要であることから、概
針 算要求においても必要額を要求することとしたい。
(政策評価法
第11条に基づ
く総務大臣へ
の通知事項)

⑥指標 指標名 １０ １１ １２ １３ １４

参考指標 分野別バーチャルラボにおける論文数 － － － － １７７
（達成目標４－５－１関係）

4 3 6ナノテクノロジー総合支援プロジェクト支援実施
件数（達成目標４－５－５関係） － － － － 件

（一部
集計中
）

ナノテクノロジー総合シンポジウム参加者数 延べ約
1 6 0 0（達成目標４－５－６関係） － － － －
人

超鉄鋼研究に関する特許出願件数 － － － ２３ ３０
（達成目標４－５－７関係）

備 考 達成目標４－５－２、４－５－３、４－５－４は平成１４年度開始事業のため参考指標なし。



施策目標４－５施策目標４－５ナノテクノロジー・材料分野の研究開発の重点的推進ナノテクノロジー・材料分野の研究開発の重点的推進

ナノテクノロジー・材料分野の研究開発の重点的な推進ナノテクノロジー・材料分野の研究開発の重点的な推進
ナノテクノロジーに関して、我が国における産学官の英知を結集した戦略的
な取り組みを行うとともに、物質・材料に関して、重点的に投資を行うことに
より、総合的かつ戦略的な研究開発を進め、世界に先駆け技術革新を先導
する。

達成目標４－５－１達成目標４－５－１
分野別バーチャルラボによって１０～２０年後の実用化・産業化を
展望した挑戦的研究に関して研究者の効果的な連携の下効果的
な研究を行う。

達成目標４－５－２達成目標４－５－２
ＮＴとＢＴの融合によって、五感センサー・知覚デバイス、
生理機能応答素子、生体適合材料等を開発し、人体の機能を
代替・補助する医療用機器を創製するとともに、国際的な医
療産業における競争力の強化を図る。

達成目標４－５－３達成目標４－５－３
2010年頃に訪れると予想されるシリコン電子デバイスの微細
化の限界を打破するため、より小型、より高速、より省電力
の新原理のデバイスを世界に先駆けて開発し、ＩＴ分野にお
いて世界を先導することを目指す。

達成目標４－５－４達成目標４－５－４
我が国が優位な超伝導や低温の技術等を活かし、ナノテクノ
ロジーやバイオテクノロジーをはじめとする幅広い研究開発
に資するとともに、産業の技術革新のための基盤技術として
重要な、世界最先端の計測・分析・評価機器を開発する。

達成目標４－５－５達成目標４－５－５
平成１８年度までに、ナノテクノ
ロジー総合支援プロジェクトの一
環として、大型・特殊施設・設備
の共同利用の促進を行い、総合的
に研究活動を支援することを通じ
て、我が国におけるナノテクノロ
ジーを戦略的に推進する。

達成目標４－５－６達成目標４－５－６
平成１８年度までに、ナノテクノ
ロジー総合支援プロジェクトの一
環として、情報収集・発信及び研
究者の交流促進を図り、総合的に
研究活動を支援することを通じて、
我が国におけるナノテクノロジー
を戦略的に推進する。

達成目標４－５－７達成目標４－５－７
平成１８年度までに、強度
２倍かつ寿命２倍の超鉄鋼
材料技術を実現する。

広範な科学技術の発展の基盤を支え、産業の技術革新を
先導するナノテクノロジー研究の推進

機関・分野を越えた横断的かつ総合的な
支援と人材養成の推進

社会のニーズに対応した
物質・材料研究の推進
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